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ネイチャーポジティブな 
経済が始まる

3 月末に「ネイチャーポジティ
ブ経済移行戦略」が公表されまし
た。ネイチャーポジティブな経済
へ移行すると 4 省※が合同で発表
したことは大変画期的ですが、こ
の戦略だけでは、実際にどのよう
な変化が起きるのか、まだわかり
にくいと思います。そして、この
戦略でいうところの「ネイチャー
ポジティブ経済」は、ごく最初の
段階のもので、企業活動が生物多
様性に与えている負の影響を減ら
すことが中心です。

もちろんネイチャーポジティブ
の第一歩としてそれは必要なこと
ですが、私が大切だと思うのはそ
の先です。なぜなら、自然をより
豊かにすることがビジネスとして
成り立てば、多くの人が喜んでそ
んなビジネスをするでしょうし、
そうなって初めて、自然と共存す
る社会が可能だからです。

ネイチャーポジティブなビジネス

ビジネスが自然を増やすことな
ど本当に可能なのか？　多くの方
は疑問に感じるでしょうが、実際
にそれは可能です。

四方を海に囲まれた日本は、海

岸線の長さも世界有数で、水産資
源にも恵まれていました。ところ
がその長い海岸線の半分以上が既
にコンクリートで固められ、湿地
も 4 割近くが埋め立てられてしま
いました。こうした場所は、産卵
や子育ての場として多くの生物に
とって重要なのにです。河川も同
様で、三方がコンクリートで固め
られ、ダムやせきが多数造られて
きました。川岸や川底をすみかに
していた生物、川を上り下りして
いた魚は当然大幅に減りました。

けれども、この失われた海岸線
や湿地、河川を再生すれば、生態
系を復活させ、そこにすんでいた
多くの生物を再び増やすことがで
きるのです。その中には、シジミ、
マナマコ、アワビ、カキ、ウナギ
など、経済価値が高いものも少な
くありません。当然、地域の産業
にも貢献します。それだけでな
く、それを求めて観光客も増える
でしょう。つまり沿岸域や湿地を
再生することは、生態系のみなら
ず、地域産業も再生し得るのです。

海に関して言うと、ブルーカー
ボンということで最近は藻場が吸
収源として注目され、再生の試み
がされています。これも二酸化炭
素（CO2）の吸収量を増やすこと
はもちろんですが、藻場を利用す

る魚などを増やす効果もありま
す。

このように生態系を再生した
り、質を高めることは、自然を楽
しむことを目的とするネイチャー
ツーリズムや、自然を活用した教
育や研修の場を作ったり、関連す
る産業を活性化することにもつな
がるでしょう。最近は日本を訪れ
る外国人の数がますます増えてい
ますが、訪日観光客が日本に期待
するのは、歴史や伝統文化に加
え、もう一つは自然なのです。そ
して伝統的な文化も、日本のおい
しい食事も、すべて地域の自然に
支えられています。つまり、自然
を増やすことは、海外からの訪問
者の期待に応えることにもなるの
です。

水産業以外でも、一次産業はネ
イチャーポジティブなビジネスの
第一候補です。例えば農業は一見
グリーンな産業に見えますが、事
実は逆です。農地を造るために森
林が切り開かれ、湿地は埋め立て
られ、過剰な肥料は周囲の土地や
下流の水域を汚染します。少なく
ともこれまでの農業は、環境負荷
が高かったのです。その中で最近
注目されているのが、再生農業

（regenerative agriculture）です。
不耕起や間作などの手法を取り入

企業が実現する
ネイチャーポジティブな社会
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れることで、微生物を中心に土壌
生態系を再生するため、肥料や農
薬を使わずに農作物が育ち、土壌
の保水力が上がってかんがいの必
要性も減る、夢のような農法です。
北米を中心に急速に拡大していま
すが、日本ではあまり知られてい
ません。再生農業は、農業を、生
態系を再生する産業にする可能性
を秘めています。もう一つ注目さ
れているのがハチなどの送粉者で
す。ハチなどの昆虫を増やすこと
で受粉効率が上がり、農業の生産
性が上がるのです。自然を増やす
ことが産業を助けるのです。

再生農業の考え方は林業にも応
用できそうです。なぜなら最近の
研究で、木の成長も土壌中の微生
物群によって支えられていること
が分かってきたからです。古い木
やさまざまな種類の木が混植され
ていることが、森林の生産性を上
げるらしいのです。これを林業に
応用することで、自然林に近い森
を再生して、林業の生産性を高め
ることができそうです。混交林的
な森林を造ることは、木材生産の
みならず、CO2 の吸収や土壌流出
防止などの防災効果も期待できま
す。こうした森林の機能を生態系
サービスと呼びますが、自然に近
い森林を再生することで生態系
サービスが強化され、私たちのメ
リットも増えるのです。

増やした自然が 
問題を解決してくれる

最近は台風が大型化したり、ゲ
リラ豪雨が発生するなど、自然災
害の被害が増えています。しかし、
森の防災機能が高まればがけ崩れ

が起きにくくなり、経済的にも大き
なメリットが期待できます。もちろ
んコンクリートで斜面を固めると
いう従来からのやり方もあります
が、多額の費用がかかる上に醜悪
です。とても自然を守っていると
は言い難いやり方です。自然な森
林を増やすことによって問題を解
決した方が見た目も美しく、一石
二鳥です。このように自然を活用
して問題を解決することを「自然
に基づいた問題解決方法（Nature-
based Solutions、NbS）」と呼びま
す。NbS は防災以外にも、さまざ
まな問題で効果を発揮します。

たとえば都市でくぼみがある緑
地を造るとします。普段は緑地と
して人々を楽しませることができ
ますが、大雨が発生したときには
雨水を浸透させ貯留する雨庭（レ
インガーデン）として機能するの
です。地下にコンクリート製の巨
大な貯水池を造るよりはるかに賢
いやり方でしょう。都市部に緑を
増やすことは、そこに住む人々の
生活の質を上げ、ウェルビーイン
グ（幸福度）に役立ちます。住む
人や働く人がその価値を認めるよ
うになり、緑豊かな都市空間が好
まれるようになれば、資産価値も
高まります。

このように生態系を増やすこと
で、私たちの生活も豊かになり、
それにお金を払ってくれる人が増
えるため、ビジネスにもなります。
コンクリートや機械などの近代的
な手法で管理した方が簡単という
考えもありますが、そうしたやり
方は副作用が多く、長期的にはメ
ンテナンスや更新などに多額の費
用がかかります。一方、自然を使っ

た方法は効果を発揮するまでに時
間がかかり、管理も手間です。し
かし、その手間は一定している場
合が多く、副作用も少ないでしょ
う。そして雇用という視点からは、
手間が発生することは決して悪い
ことではありません。さらに、経
済的にもかえって安上がりになる
場合も少なくないのです。

地方こそネイチャーポジティブを

ネイチャーポジティブなビジネ
スは、地方都市や自然の豊かな地
域での実践が特に効果的です。そ
もそもそこには自然があります
し、自然を豊かにするビジネスを
興すことで、地方に再び雇用が生
まれ、人々が移り住むことが期待
できます。再生された自然を楽
しみに訪れてくれる人も増える
でしょう。自然を再生するネイ
チャーポジティブなビジネスは、
地方でより大きなメリットをもた
らすのです。

私たちの生活を持続させるため
には、自然をこれ以上減らすこ
とはできません。逆に増やして
いく必要があります。これがネ
イチャーポジティブが世界目標
になった理由です。そしてネイ
チャーポジティブなビジネスは、
大都市に人口が集中して持続可能
性が低くなってしまった現状を改
善し、人口を再び各地に分散させ、
持続可能で質の高い生活を復活さ
せるための大きなチャンスです。
地方を中心に多くの企業がこの
チャンスに気が付き、ネイチャー
ポジティブに力を入れることで真
の持続可能な未来が実現されるこ
とを願っています。
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